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(57)【要約】
ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルにおい
て、前記強化ガラスパネルは、強化ガラス層；前記強化
ガラス層の底面に均一に形成される粘着剤層；及び前記
粘着剤層を覆う離型剤層を含み、前記粘着剤層は転写フ
ィルムを転写させて形成されることを特徴とするディス
プレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルを提供する。
本発明によれば、強化ガラスに転写フィルムを用いて均
一な粘着剤層を形成することで、ディスプレイ装置の表
面に浮きや気泡が発生せずきれいに付着できるだけでな
く取り外しも容易な、改善されたディスプレイ装置の表
面保護用強化ガラスパネル及びその製造方法を提供する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルにおいて、
　前記強化ガラスパネルは、
　強化ガラス層；
　前記強化ガラス層の底面に均一に形成される粘着剤層；及び
　前記粘着剤層を覆う離型剤層を含み、
　前記粘着剤層は、転写フィルムを転写させて形成され、
　前記転写フィルムは、
　第１フィルム樹脂層；
　前記第１フィルム樹脂層の上部に配置されるフィルム粘着剤層；及び
　前記フィルム粘着剤層の上部に配置される第２フィルム樹脂層を含み、
　前記強化ガラスパネルは、前記転写フィルムの前記第２フィルム樹脂層を除去した後、
前記フィルム粘着剤層及び前記第１フィルム樹脂層を前記強化ガラス層に転移して形成さ
れ、
　前記強化ガラスパネルは、前記離型剤層を分離した後、前記ディスプレイ装置の表面に
前記粘着剤層を介して付着され、ディスプレイ装置の表面を保護する
　ことを特徴とするディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネル。
【請求項２】
　前記強化ガラス層の上面には、印刷層が形成される
　請求項１に記載のディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネル。
【請求項３】
　ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルにおいて、
　前記強化ガラスパネルは、
　離型剤層；
　前記離型剤層の上部に形成される第１粘着剤層；
　前記第１粘着剤層の上部に形成される樹脂層；
　前記樹脂層の上部に形成される第２粘着剤層；及び
　前記第２粘着剤層の上部に配置される強化ガラス層を含み、
　前記粘着剤層は、転写フィルムを転写させて形成され、
　前記転写フィルムは、
　第１フィルム樹脂層；
　前記第１フィルム樹脂層の上部に配置される第１フィルム粘着剤層；
　前記第１フィルム粘着剤層の上部に配置される第２フィルム樹脂層；
　前記第２フィルム樹脂層の上部に配置される第２フィルム粘着剤層；及び
　前記第２フィルム粘着剤層の上部に配置される第３フィルム樹脂層を含み、
　前記強化ガラスパネルは、前記転写フィルムの前記第３フィルム樹脂層を除去した後、
前記第２フィルム粘着剤層、第２フィルム樹脂層、第１フィルム粘着剤層、及び第１フィ
ルム樹脂層を前記強化ガラス層に転移して形成され、
　前記強化ガラスパネルは、前記離型剤層を分離した後、前記ディスプレイ装置の表面に
前記第１粘着剤層を介して付着され、ディスプレイ装置の表面を保護する
　ことを特徴とするディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネル。
【請求項４】
　前記強化ガラス層の上面には、印刷層が形成される
　請求項３に記載のディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネル。
【請求項５】
　ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法において、
　強化ガラスを用意して付着されるディスプレイ装置の形状に合わせて切断する段階；
　前記切断した強化ガラスに転写される転写フィルムを用意して前記切断した強化ガラス
と同じ形状に切断する段階；及び
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　前記転写フィルムを前記強化ガラスに転写して強化ガラスパネルを形成する段階を含み
、
　前記強化ガラスパネルは、
　強化ガラス層；
　前記強化ガラス層の底面に均一に形成される粘着剤層；及び
　前記粘着剤層を覆う離型剤層を含み、
　前記粘着剤層は、転写フィルムを転写させて形成され、
　前記転写フィルムは、
　第１フィルム樹脂層；
　前記第１フィルム樹脂層の上部に配置されるフィルム粘着剤層；及び
　前記フィルム粘着剤層の上部に配置される第２フィルム樹脂層を含み、
　前記強化ガラスパネルは、前記転写フィルムの前記第２フィルム樹脂層を除去した後、
前記フィルム粘着剤層及び前記第１フィルム樹脂層を前記強化ガラス層に転移して形成さ
れ、
　前記強化ガラスパネルは、前記離型剤層を分離した後、前記ディスプレイ装置の表面に
前記粘着剤層を介して付着され、ディスプレイ装置の表面を保護する
　ことを特徴とするディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法。
【請求項６】
　前記強化ガラス層の上面には、印刷層が形成される
　請求項５に記載のディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法。
【請求項７】
　ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法において、
　強化ガラスを用意して付着されるディスプレイ装置の形状に合わせて切断する段階；
　前記切断した強化ガラスに転写される転写フィルムを用意して前記切断した強化ガラス
と同じ形状に切断する段階；及び
　前記転写フィルムを前記強化ガラスに転写して強化ガラスパネルを形成する段階を含み
、
　前記強化ガラスパネルは、離型剤層；
　前記離型剤層の上部に形成される第１粘着剤層；
　前記第１粘着剤層の上部に形成される樹脂層；
　前記樹脂層の上部に形成される第２粘着剤層；及び
　前記第２粘着剤層の上部に配置される強化ガラス層を含み、
　前記粘着剤層は、転写フィルムを転写させて形成され、
　前記転写フィルムは、第１フィルム樹脂層；
　前記第１フィルム樹脂層の上部に配置される第１フィルム粘着剤層；
　前記第１フィルム粘着剤層の上部に配置される第２フィルム樹脂層；
　前記第２フィルム樹脂層の上部に配置される第２フィルム粘着剤層；及び
　前記第２フィルム粘着剤層の上部に配置される第３フィルム樹脂層を含み、
　前記強化ガラスパネルは、前記転写フィルムの前記第３フィルム樹脂層を除去した後、
前記第２フィルム粘着剤層、第２フィルム樹脂層、第１フィルム粘着剤層、及び第１フィ
ルム樹脂層を前記強化ガラス層に転移して形成され、
　前記強化ガラスパネルは、前記離型剤層を分離した後、前記ディスプレイ装置の表面に
前記第１粘着剤層を介して付着され、ディスプレイ装置の表面を保護する
　ことを特徴とするディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法。
【請求項８】
　前記強化ガラス層の上面には、印刷層が形成される
　請求項７に記載のディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネル及びその製造方法に関し、
詳しくは、強化ガラスに転写フィルムを用いて均一な粘着剤層を形成することで、ディス
プレイ装置の表面に浮きや気泡が発生せずぎれいに付着できるだけでなく取り外しも容易
な、改善されたディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネル及びその製造方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、急速に情報化時代が到来するにつれ、スマートフォン、スマートパッドを含む各
種の携帯電話、ＭＰ３プレーヤー、ＰＤＡ、ナビゲーションなど多様なディスプレイ装置
が使用されている。これらは殆ど高価の電子製品であるため、これらのユーザはスクラッ
チや外部の衝撃からディスプレイ装置を保護し、外観を一層目立たせて飾る必要性を感じ
ている。
　特に、ディスプレイ装置の前面に配置される液晶の場合は、外部の強い衝撃に無防備に
露出されるため、液晶が割れる恐れが大いにあり、液晶が割れた場合は、液晶を新たに取
り替えるか、場合によってはディスプレイ装置自体を入れ替えなければならず、その修理
コストが莫大になる。
　したがって、ディスプレイ装置の表面に配置される液晶の保護を強化するため、近年強
化ガラスパネルが発売されている。スクラッチ程度の弱い衝撃に対応できる既存の液晶保
護フィルムに比べて、強化ガラス保護パネルは高価の液晶を強力な外部衝撃から保護して
液晶の破損を防止できるため、ユーザから熱い反応を得ている。
　すなわち、強化ガラスパネルは、スマートフォンなどのディスプレイ装置を高い所から
落としても液晶が割れたり傷がつかないように、ディスプレイ装置の表面に付着して液晶
の表面を補強できるように強化ガラスを用いて製造されたものである。
【０００３】
　しかし、近年発売されている強化ガラスパネルは、強化ガラスの背面に両面テープを付
着した粗悪なものであって、このような強化ガラスパネルをディスプレイ装置の表面に付
着する場合、気泡が生じ易く、また、一度付着すれば両面テープの接着性によって取り外
し難いだけでなく、取り外してもディスプレイ装置の表面に接着成分が残り、外観上不快
感を与えるようになる。
　したがって、両面テープを強化ガラスの背面の全体に塗布せず、周辺の一部区間のみに
配置した特許文献１のような液晶保護板も開示されている。しかし、このような先行文献
の場合は、液晶保護板の中央部位とディスプレイ装置の液晶表面とが貼り付かず、中央部
位が浮いてしまう現象が生じる恐れがある。
　したがって、ディスプレイ装置の表面に均一に付着できるだけでなく、取り外しも容易
な強化ガラスパネルが求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国実用新案登録第２０－０４５２５５２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、強化ガラスに転写フィルムを用いて均一な粘着剤層を形成することで、ディ
スプレイ装置の表面に浮きや気泡が発生せずきれいに付着できるだけでなく取り外しも容
易な、改善されたディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネル及びその製造方法を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルにおいて、前記強化ガラス
パネルは、強化ガラス層；前記強化ガラス層の底面に均一に形成される粘着剤層；及び前
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記粘着剤層を覆う離型剤層を含み、前記粘着剤層は転写フィルムを転写させて形成され、
前記転写フィルムは、第１フィルム樹脂層；前記第１フィルム樹脂層の上部に配置される
フィルム粘着剤層；及び前記フィルム粘着剤層の上部に配置される第２フィルム樹脂層を
含み、前記強化ガラスパネルは、前記転写フィルムの前記第２フィルム樹脂層を除去した
後、前記フィルム粘着剤層及び前記第１フィルム樹脂層を前記強化ガラス層に転移して形
成され、前記強化ガラスパネルは、前記離型剤層を分離した後、前記ディスプレイ装置の
表面に前記粘着剤層を介して付着され、ディスプレイ装置の表面を保護することを特徴と
するディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルを提供する。
　前記強化ガラス層の上面には、印刷層を形成することができる。
【０００７】
　また、本発明は、ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルにおいて、前記強化
ガラスパネルは、離型剤層；前記離型剤層の上部に形成される第１粘着剤層；前記第１粘
着剤層の上部に形成される樹脂層；前記樹脂層の上部に形成される第２粘着剤層；及び前
記第２粘着剤層の上部に配置される強化ガラス層を含み、前記粘着剤層は転写フィルムを
転写させて形成され、前記転写フィルムは、第１フィルム樹脂層；前記第１フィルム樹脂
層の上部に配置される第１フィルム粘着剤層；前記第１フィルム粘着剤層の上部に配置さ
れる第２フィルム樹脂層；前記第２フィルム樹脂層の上部に配置される第２フィルム粘着
剤層；及び前記第２フィルム粘着剤層の上部に配置される第３フィルム樹脂層を含み、前
記強化ガラスパネルは、前記転写フィルムの前記第３フィルム樹脂層を除去した後、前記
第２フィルム粘着剤層、第２フィルム樹脂層、第１フィルム粘着剤層、及び第１フィルム
樹脂層を前記強化ガラス層に転移して形成され、前記強化ガラスパネルは、前記離型剤層
を分離した後、前記ディスプレイ装置の表面に前記第１粘着剤層を介して付着され、ディ
スプレイ装置の表面を保護することを特徴とするディスプレイ装置の表面保護用強化ガラ
スパネルを提供する。
　また、前記強化ガラス層の上面には、印刷層を形成することができる。
【０００８】
　また、本発明は、ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法において
、強化ガラスを用意して付着されるディスプレイ装置の形状に合わせて切断する段階；前
記切断した強化ガラスに転写される転写フィルムを用意して前記切断した強化ガラスと同
じ形状に切断する段階；及び前記転写フィルムを前記強化ガラスに転写して強化ガラスパ
ネルを形成する段階を含み、前記強化ガラスパネルは、強化ガラス層；前記強化ガラス層
の底面に均一に形成される粘着剤層；及び前記粘着剤層を覆う離型剤層を含み、前記粘着
剤層は、転写フィルムを転写させて形成され、前記転写フィルムは、第１フィルム樹脂層
；前記第１フィルム樹脂層の上部に配置されるフィルム粘着剤層；及び前記フィルム粘着
剤層の上部に配置される第２フィルム樹脂層を含み、前記強化ガラスパネルは前記転写フ
ィルムの前記第２フィルム樹脂層を除去した後、前記フィルム粘着剤層及び前記第１フィ
ルム樹脂層を前記強化ガラス層に転移して形成され、前記強化ガラスパネルは、前記離型
剤層を分離した後、前記ディスプレイ装置の表面に前記粘着剤層を介して付着され、ディ
スプレイ装置の表面を保護することを特徴とするディスプレイ装置の表面保護用強化ガラ
スパネルの製造方法を提供する。
【０００９】
　また、本発明は、ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法において
、強化ガラスを用意して付着されるディスプレイ装置の形状に合わせて切断する段階；前
記切断した強化ガラスに転写される転写フィルムを用意して前記切断した強化ガラスと同
じ形状に切断する段階；及び前記転写フィルムを前記強化ガラスに転写して強化ガラスパ
ネルを形成する段階を含み、前記強化ガラスパネルは、離型剤層；前記離型剤層の上部に
形成される第１粘着剤層；前記第１粘着剤層の上部に形成される樹脂層；前記樹脂層の上
部に形成される第２粘着剤層；及び前記第２粘着剤層の上部に配置される強化ガラス層を
含み、前記粘着剤層は、転写フィルムを転写させて形成され、前記転写フィルムは、第１
フィルム樹脂層；前記第１フィルム樹脂層の上部に配置される第１フィルム粘着剤層；前
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記第１フィルム粘着剤層の上部に配置される第２フィルム樹脂層；前記第２フィルム樹脂
層の上部に配置される第２フィルム粘着剤層；及び前記第２フィルム粘着剤層の上部に配
置される第３フィルム樹脂層を含み、前記強化ガラスパネルは、前記転写フィルムの前記
第３フィルム樹脂層を除去した後、前記第２フィルム粘着剤層、第２フィルム樹脂層、第
１フィルム粘着剤層、及び第１フィルム樹脂層を前記強化ガラス層に転移して形成され、
前記強化ガラスパネルは、前記離型剤層を分離した後、前記ディスプレイ装置の表面に前
記第１粘着剤層を介して付着され、ディスプレイ装置の表面を保護することを特徴とする
ディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネルの製造方法を提供する。
　また、前記強化ガラス層の上面には、印刷層を形成することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、強化ガラスに転写フィルムを用いて均一な粘着剤層を形成することで
、ディスプレイ装置の表面に浮きや気泡が発生せずぎれいに付着できるだけでなく取り外
しも容易な、改善されたディスプレイ装置の表面保護用強化ガラスパネル及びその製造方
法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明による強化ガラスパネル、及び強化ガラスパネルが付着されるディスプレ
イ装置を示した斜視説明図
【図２】本発明による強化ガラスパネルの製造工程を示したフロー図
【図３】強化ガラス、及び強化ガラスに転写される転写フィルムを示した一部拡大図であ
って、転写フィルムの層状構造が示されている。
【図４】図３によって強化ガラスに転写フィルムが転写されて形成された強化ガラスパネ
ルの一部拡大図であって、強化ガラスパネルの層状構造が示されている。
【図５】本発明の他の実施例による強化ガラス、及び強化ガラスに転写される転写フィル
ムを示した一部拡大図であって、転写フィルムの層状構造が示されている。
【図６】図５によって強化ガラスに転写フィルムが転写されて形成された強化ガラスパネ
ルの一部拡大図であって、強化ガラスパネルの層状構造が示されている。
【図７】本発明の別実施例の説明図
【図８】図７によって印刷層が強化ガラス層の上面に形成された状態の強化ガラスパネル
を示した説明図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を添付された図面を参照して詳しく説明する。
　図１は、本発明による強化ガラスパネル１００がディスプレイ装置２００に配置される
状態を示した図である。強化ガラスパネル１００は、主にディスプレイ装置２００の液晶
が配置される表面を覆うように配置され、付着されるディスプレイ装置２００の機能ボタ
ンなどが露出されるようにディスプレイ装置の形状に合わせて多数の通孔１１０を備える
。
【００１３】
　図２は、本発明による強化ガラスパネルの製造工程を示したフロー図である。まず、強
化ガラスを用意して付着されるディスプレイ装置２００に形状に合わせて切断する（Ｓ１
０）。切断した強化ガラスには、図１に示されたような多数の通孔も予め切断形成されて
いる。強化ガラスは０．２～０．５ｍｍの厚さであることが望ましい。
　次いで、切断した強化ガラスに転写される転写フィルムを用意し、切断した強化ガラス
と同じ大きさと形状に切断する（Ｓ２０）。これにより、付着されるディスプレイ装置の
機能ボタンなどに該当する部位が露出するように切断した強化ガラスと同様に多数の通孔
が形成される。
　強化ガラス及び転写フィルムを用意すれば、転写フィルムを強化ガラスに転写させて強
化ガラスパネル（Ｓ３０）を形成する。
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　切断した強化ガラスに付着する転写フィルムの実施例が図３及び図５に示されている。
図３に示された実施例によれば、第１フィルム樹脂層１１の上部にフィルム粘着剤層１２
が形成され、その上部に第２フィルム樹脂層１３が形成される。第１及び第２フィルム樹
脂層は、ＰＥＴで形成されることが望ましく、フィルム粘着剤層１２はシリコーン粘着剤
で形成されることが望ましい。
【００１４】
　図３のように、ディスプレイ装置の形状に合わせて切断しておいた強化ガラスと同じ形
状に切断した転写フィルム１０を、予め用意した強化ガラスＧに第２フィルム樹脂層１３
を剥がして転写すれば、図４に示されたような強化ガラスパネル１００が形成される。す
なわち、転写フィルム１０のフィルム粘着剤層１２及び第１フィルム樹脂層１１が切断さ
れた強化ガラスに転移して形成される。
【００１５】
　すなわち、図４に示された強化ガラスパネル１００には、強化ガラス層１０３と、その
底面に前記転写フィルム１０のフィルム粘着剤層１２及び第１フィルム樹脂層１１がその
まま転移して形成された粘着剤層１０２と、離型剤層１０１とが形成される。
　これにより、ユーザは、強化ガラスパネル１００の底面に形成された離型剤層１０１を
剥がしてディスプレイ装置の表面に付着することで、強化ガラスパネル１００の底面に均
一に形成された粘着剤層１０２によって気泡の発生や浮き上がる現象なくディスプレイ装
置の表面に安定的に付着され、さらに取り外しも容易になる。
　換言すれば、強化ガラスパネル１００の一部区間ではなく、全面に亘って均一に粘着剤
層１０２が形成されることで、強化ガラスパネル１００が浮き上がったり、気泡が生ずる
現象が完全に防止できるだけでなく、両面テープのような強力な接着剤ではなく、剥ぎ取
りの容易なシリコーン粘着剤で形成されることで、取り外しも容易になる。
　したがって、ユーザが強化ガラスパネル１００を付着する位置を誤って、取り外してか
ら再度付着する場合であっても、ディスプレイ装置２００の表面に異物を残すか又は損傷
させることなく強化ガラスパネル１００をディスプレイ装置２００の表面から取り外すこ
とができる。
【００１６】
　図５は、転写フィルムの他の実施例を示した図である。図５に示された転写フィルム２
０は、第１フィルム樹脂層２１の上部に第１フィルム粘着剤層２２が形成され、第１フィ
ルム粘着剤層２２の上部に第２フィルム樹脂層２３が形成され、第２フィルム樹脂層２３
の上部に第２フィルム粘着剤層２４が形成され、第２フィルム粘着剤層２４の上部に第３
フィルム樹脂層２５が形成される構造を有する。ここで、第１ないし第３フィルム樹脂層
はＰＥＴで形成されることが望ましく、第１及び第２フィルム粘着剤層はシリコーン粘着
剤を用いて形成することが望ましい。
　図５のように形成された転写フィルム２０は、付着されるディスプレイ装置の形状に合
わせて切断した後、予めディスプレイ装置の形状に切断して用意した強化ガラスＧに、第
３フィルム樹脂層２５を剥がした後転写させる。すなわち、転写フィルム２０の第１フィ
ルム樹脂層２１、第１フィルム粘着剤層２２、第２フィルム樹脂層２３、及び第２フィル
ム粘着剤層２４がそのまま強化ガラスの底面に転移する。
【００１７】
　これにより、図６に示されたように、強化ガラスパネル１００′は、離型剤層１０１′
、第１粘着剤層１０２′、樹脂層１０３′、第２粘着剤層１０４′、及び強化ガラス層１
０５′が積層された構造を有するようになる。このとき、図４に示された実施例と比べて
樹脂層１０３′及び第２粘着剤層１０４′がさらに設けられていることが分かるが、強化
ガラス層１０５′が外部の強い衝撃により破損される場合、樹脂層１０３′及び第２粘着
剤層１０４′が破片の飛散を防止することができる。
　これにより、強化ガラス層１０５′が破損される場合、強化ガラスの破片が飛散するこ
とを防止する効果をさらに奏することができる。
　ユーザが、図６に示された強化ガラスパネル１００′をディスプレイ装置２００の表面



(8) JP 2014-531611 A 2014.11.27

10

20

30

に付着しようとする場合、離型剤層１０１′を剥がしてディスプレイ装置２００の形状に
合わせて付着すれば良い。第１粘着剤層１０２′が強化ガラスパネル１００′の全面に亘
って均一に塗布されているため、強化ガラスパネル１００′とディスプレイ装置２００と
の間に気泡や浮きが発生する余地がなく、誤って付着したときにも粘着剤層が異物を残さ
ずディスプレイ装置２００から取り外すことができるため、使用上の便宜性が増大するこ
とは言うまでもない。
【００１８】
　図７は、本発明のさらに他の実施例を示したものであり、図４及び図６に示された強化
ガラスパネル１００、１００′の上部に印刷層１０４、１０６′が形成されている。印刷
層は、シルク印刷またはＵＶ印刷方式で形成され得るが、シルク印刷とＵＶ印刷とを積層
して適用して複層で形成することもできる。
　図７の（ａ）は、図４に示された強化ガラスパネル１００に印刷層１０４をさらに形成
したことを示した図である。印刷層は、上部に形成された強化ガラス層１０３の上面に形
成される。シルク印刷またはＵＶ印刷を用いるか、それとも、シルク印刷してからＵＶ印
刷をさらに施すことで形成され、強化ガラス層１０３の全面または一部区間に形成され得
る。
　図７の（ｂ）は、図６に示された強化ガラスパネル１００′に印刷層１０６′をさらに
形成したことを示した図である。印刷層は、上部に形成された強化ガラス層１０５′の上
面に形成される。図７の（ａ）と同様に、シルク印刷またはＵＶ印刷を用いるか、それと
も、シルク印刷してからＵＶ印刷をさらに施すことで形成され、強化ガラス層１０５′の
全面または一部区間に形成され得る。
【００１９】
　図８は、図７によって印刷層が強化ガラス層の上面に形成された状態の強化ガラスパネ
ルを示した図である。印刷層を形成できることで、強化ガラスパネル１００、１００′を
装飾用及び広告用でも効果的に使用できることは勿論である。商号や広告文を多様な色相
のパターンや文様とともに印刷すれば、広告効果を増大することができる。
【００２０】
　以上のように、本発明の幾つかの実施例が図示され説明されたが、本発明が属する技術
分野の通常の知識を持つ当業者であれば、本発明の原則や思想から逸脱せず本実施例を変
形できることを理解できる。したがって、発明の範囲は、添付の特許請求の範囲及びその
均等物により解釈される。
【符号の説明】
【００２１】
　１００、１００′　　強化ガラスパネル
　１１０　　通孔
　１０、２０　　転写フィルム
　２００　　ディスプレイ装置
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